
6 その他 

6.1 建設工事における環境配慮計画 

本事業の建設工事等における配慮計画は表 6.1 に示すとおりである。関係法令を遵守すると

共に、具体的な内容は関係機関と十分な協議を行い、工事中の安全確保と環境の保全を図る計

画とする。 

表 6.1 建設工事等における環境配慮計画 

項目 環境配慮計画 
環
境
保
全
対
策 

・計画地の外周は仮囲いを設置し、騒音の低減と土砂や資材等の飛散を防止するとともに、部外者の
侵入防止を図る。 

・工事期間中は、仮囲いのほか建物外周部に防音シートの設置など、粉じんや騒音の低減を図る。 
・国土交通省が定める「排出ガス対策型建設機械」、「超低騒音型建設機械」の使用に努める。 
・工事用車両及び重機等の点検・整備を適切に行う。 
・工事用車両の一時的な集中を抑制するため、工事工程の平準化を図る。 
・工事用車両は走行速度を抑制すること、不要なクラクション、アイドリング等を行わないよう作業

員に周知・徹底するなど影響の低減に努める。 
・低騒音工法・低振動工法の選択、建設機械の配置等、適切な工事手法を採用する。 
・工事期間中は計画地内や周辺道路への散水・清掃等を適宜実施し、粉じんの発生を抑制する。 
・工事に伴い発生する湧水は、沈砂槽等による処理をした後に公共下水道に排水する。 
・既存建築物の地下階を本計画の地下構造として有効活用することにより、掘削工事を最小限にし、

掘削に伴う影響の低減を図る。 

・騒音（低周波音含む）・振動の発生源となる機器類については、敷地境界における規制基準等は遵
守した上で、周辺への影響を考慮した配置とする。 

・これらの対策を実施し苦情が発生しないよう十分に注意しながら事業を進めるが、苦情が発生した
場合には適切かつ迅速に対応する。 

廃
棄
物
等
処
理
計
画 

・既存建築物の地下階を本計画の山留として有効活用することにより、掘削工事を最小限にし、掘削
に伴う環境影響の低減、コンクリート塊等の廃棄物発生量の抑制に努める。 

・「仙台市発注工事における建設副産物適正処理推進要綱」及び「仙台市発注工事における建設副産
物リサイクルガイドライン」に基づき再資源化に努める。 

・廃棄物の回収及び処理は、許可業者に委託するものとし、産業廃棄物管理票（マニュフェスト）を
交付して適切に処理されることを監視する。 

・グリーン購入法を受けて、グリーン調達を積極的に推進し、環境保全や資源循環型社会の形成促進
に貢献する。 

・工事現場で発生した一般廃棄物についても分別収集を行い、リサイクル等再資源化に努める。 
・工事に際して資源・製品・機械等を調達・使用する場合には、環境負荷の低減に資する物品等とす

るように努める。 
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6.2 環境影響評価方法書の市長意見に対する事業者の見解（概要） 

本事業はグリーンビルディングの整備を促進するための方針に基づく手続きにより事業を進

めているが、当初は仙台市環境影響評価条例に基づき、令和 2 年 8 月に環境影響評価方法書に

関する手続きを実施した。参考に、その際に発出された市長意見に対する事業者の見解を表 6.2

に示す。 

表 6.2 環境影響評価方法書の市長意見に対する事業者の見解 

No. 市長意見 事業者の見解 
1 CASBEE（建築環境総合性能評価システム）に

ついて、できる限り高いランクを目指して設計
を進めること。 

実施設計段階において CASBEE-建築（新
築）の S ランクの第三者認証を取得する。 

2 建築物の ZEB 化に向けては、確実に ZEB ready
を達成するとともに、将来的な Nearly ZEB を
目指し、できる限りエネルギー消費量の削減に
努めること。 

実施設計段階において ZEB Ready の第三者
認証を取得する。地中熱や太陽光といった
自然エネルギーも積極的に導入し、設備更
新時にはより効率の高い機器を導入するこ
とで、将来的に Nearly ZEB を達成できる計
画とする。 

3 緑化にあたっては、市民の親しみやすさや、気
候変動影響への適応策としての観点から、中・
高木を積極的に使用するなど、質の高い緑化空
間を創出すること。 

様々な樹木をバランスよく配置し、そのう
ちの約 3 割は郷土種とし、市民が親しみや
すい計画としている。また、中・高木を用い
て緑陰を形成し、日常的に佇める空間を創
出する。（建築物等緑化の質に関する評価基
準（令和 4 年 10 月 31 日仙台市建設局）の
別表第 4 の評価項目「郷土種を使用する」に
て「3 割以上」であること等で加点項目とさ
れている） 

4 地域の木材を含め、できる限り地元地域から建
築資材を調達すること。 

低層部及び議場の内装は木質化、低層部の
第二期工事の建物について、一部木造化と
する計画であり、そこで使用する木材は可
能な限り宮城県産材を検討する。 

5 （大気環境） 
主要地方道 仙台泉線における交通量調査にあ
たっては、車線ごとの交通量及び走行速度の把
握に努めること。また、供用後の駐車場出入り
口が決定した際には、関連車両の走行経路を踏
まえ、必要に応じて調査・予測地点を変更する
こと。 

周辺を通行する公用車、業務関係車、来庁車
両数は現況から変化するものではないと考
えられ、また、自動車動線も大きく変化する
ものではなく、周辺道路への交通の影響は
少ないと推察される。また、5.8 交通計画に
て、供用後の影響が比較的大きいと考えら
れる北庁舎前交差点の解析を実施し、周辺
交差点へ及ぼす影響は小さいことを確認し
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ている。 
6 供用後における自動車からの二酸化窒素が、隣

接する建築物との間に滞留するおそれがあるこ
とから、計画地及びその周辺の植栽への影響に
ついて、適切に把握すること。 

二酸化窒素の滞留による大気質への影響に
ついては、風害に係る予測の結果、隣接する
建物との間は風が通りやすくなるため、二
酸化窒素の滞留は発生しないものと思われ
る。 

7 （水環境） 
計画地の下水道処理区域は合流式となっている
ことから、周辺河川の水質に影響を及ぼさない
よう適切な雨水排水計画を検討すること。また、
近年、豪雨等による冠水被害が発生している状
況を踏まえ、敷地内緑化や雨水浸透施設の設置
など、適切な雨水流出抑制対策を検討すること。 

現況の雨水流出量を超えないよう現況の流
域ごとの雨水排水量を許容流量（放流可能
量）として計画している。雨水浸透桝の他、
雨水貯留施設を設け対策を講じるほか、敷
地内緑化を推進し、グリーンインフラパス
にてさらなる雨水浸透をする計画としてい
る。 

8 （植物） 
屋上緑化にあたっては、供用後における維持管
理を十分に考慮した計画を検討すること。 

本事業における緑化計画では、けやきなど
によるみどりの連続性や都市景観形成など
に配慮した質の高いみどりを創出し、また、
低層部の 2 階レベルのバルコニーやデッキ
の緑化により立体的に緑を感じる計画とし
ている。屋上緑化については、維持管理性を
考慮し、引き続き検討していくものとする。 

9 （風害、景観） 
建築に伴う風害について、可能な限り周辺に配
慮した計画を検討するとともに、仙台らしい緑
の景観形成に向けて、より一層の取組みに努め
ること。 

周辺の風環境をシミュレーションにより予
測し、影響が出るエリアには敷地内に植栽
による防風対策を講じることで、周辺への
影響を可能な限り小さくする。 
敷地内緑化は定禅寺通のケヤキや勾当台公
園をはじめとした周辺の緑との調和を図
り、みどりの連続性や都市景観形成に配慮
した空間を創出する。 
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6.3 環境影響評価方法書の環境影響評価項目に対する事業者の見解（概要） 

本事業はグリーンビルディングの整備を促進するための方針に基づく手続きにより事業を進

めているが、当初は仙台市環境影響評価条例に基づき、令和 2 年 8 月に環境影響評価方法書に

関する手続きを実施した。参考に、環境影響評価方法書にて選定した環境影響評価項目を表 6.3-

1 に、環境影響評価項目に対する事業者の見解を表 6.3-2 に示す。 
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表 6.3-1 環境影響評価項目（環境影響評価方法書要約書より抜粋） 
 

環境影響要因の区分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境影響要素の区分 

工事* 存在 供用 
資
材
等
の
運
搬 

重
機
の
稼
動 

切
土
・
盛
土
・
掘
削
等 

建
築
物
等
の
建
築
（
解
体
を
含
む
） 

樹
木
伐
採
後
の
状
態 

工
作
物
等
の
出
現 

施
設
の
稼
動
（
本
庁
舎
） 

施
設
の
稼
動
（
駐
車
場
） 

資
材
・
製
品
・
人
等
の
運
搬
・
輸
送 

環境の自然的構成要素の良
好な状態の保持を旨として
調査、予測及び評価される

べき項目 

大気環境 大気質 二酸化窒素 〇 〇      〇 〇 
二酸化硫黄          

浮遊粒子状物質 〇 〇      〇 〇 
粉じん   ※ △      

有害物質（アスベスト）    △      
その他          

騒音 騒音 〇 〇     〇 〇 〇 
振動 振動 〇 〇     〇 〇 〇 

低周波音 低周波音       〇   
悪臭 悪臭          

その他           
水環境 水質 水の汚れ          

水の濁り   ※       
富栄養化          
溶存酸素          
有害物質          

水温          
その他          

底質 底質          
地下水汚染 地下水汚染   ※       

水象 水源          
河川流・湖沼          
地下水・湧水   〇   〇 〇   

海域          
水辺環境          

その他           
土壤環境 地形・地質 現況地形          

注目すべき地形          
土地の安定性          

地盤沈下 地盤沈下   〇   〇    
土壤汚染 土壌汚染   ※       
その他           

その他の 
環境 

電波障害 電波障害      〇    
日照阻害 日照阻害      〇    

風害 風害      〇    
その他           

生物の多様性の確保及び自
然的環境の体系的保全を旨
として調査、予測及び評価

されるべき項目 

植物 植物相及び注目すべき種          
植生及び注目すべき群落          
樹木・樹林等 （緑の量）     △     

森林等の環境保全機能          
動物 動物相及び注目すべき種      ※    

注目すべき生息地     ※     
生態系 地域を特徴づける生態系     ※     

人と自然との豊かな触れ合
いの確保及び歴史的、文化
的所産への配慮を旨として
調査、予測及び評価される

べき項目 

景観 自然的景観資源      ※    
文化的景観資源          

眺望      〇    
自然との触れ合いの場 自然との触れ合いの場 ※ ※   ※     

文化財 指定文化財等          
環境への負荷の少ない持続
的な発展が可能な都市の構
築及び地球環境保全への貢
献を旨として予測及び評価

されるべき項目 

廃棄物等 廃棄物   〇 〇   〇   
残土   〇       

水利用       〇   
その他          

温室効果ガス等 二酸化炭素 〇 〇     〇 〇 〇 
その他の温室効果ガス 〇 〇     〇 〇 〇 

オゾン層破壊物質          
熱帯材使用    ※      

その他          
注）〇：一般項目 △：簡略化項目 ※：配慮項目 
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表 6.3-2 環境影響評価方法書の環境影響評価項目に対する事業者の見解 
No. 環境影響評価項目 事業者の見解 
1 大気質 下記により、建設機械や車両による排出ガスや工事による

粉じんの影響は少ないと考えられる。 
・工事で使用する建設機械による影響については、国土交

通省が定める「排出ガス対策型建設機械」の使用に努め、
影響を低減する。 

・工事車両の走行による影響については、周辺の居住街区
への影響を抑えるため、車両通行計画を作成し、さらに
工事工程を平準化することで車両の一時的な集中を抑
制する。 

・アスベストについては、大気汚染防止法等の関係法令に
基づき適切に対応する。一般粉じんについては、計画地
内や周辺道路への散水・清掃等を適宜実施し、発生を抑
制する。 

・供用後で計画地周辺における関係車両台数に大きな増加
はない。 

2 騒音 騒音規制法等の関係法令に基づき規制基準等を遵守し、工
事で使用する建設機械は、国土交通省が定める「超低騒音
型建設機械」の使用に努め、可能な限り影響を低減する。
また、工事中は騒音計を設置し常時計測し、適切に管理す
るため、周辺への影響は少ないと考えらえる。 

3 振動 振動規制法等の関係法令に基づき規制基準等を遵守し、低
振動工法の選択、建設機械の配置等、適切な工事手法を採
用し、可能な限り影響を低減する。また、工事中は振動計
を設置し常時計測し適切に管理するため、周辺への影響は
少ないと考えらえる。 

4 低周波音 令和 3 年度に実施した低周波音による影響予測調査の報告
書の抜粋を添付する。報告書では、新本庁舎の供用に伴い、
G 特性音圧レベルは参照値（低周波音問題対応の手引書
（平成 16 年 6 月、環境省））を下回ると予測された。 
1/3 オクターブバンド中心周波数における周波数帯別の予
測結果は、いずれの地点も物的苦情に関する参照値を下回
ると予測された。心身に係る苦情に関する参照値について
は、一部の周波数帯で上回っている。今回の予測では、計
画建築物の壁等による回折減衰は考慮されていないこと、
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空調設備機器等が全数同時に稼働しているものとして予
測している。実際には、建物による減衰が見込まれること
や、空調機は全数同時に運転することはほぼないと考えら
れ、さらに定常運転時はインバーター制御により低負荷で
稼働するため、実際の音圧レベルは予測よりも小さくなる
ものと考えられる。また、低周波音の発生源となる空調設
備機器等は、最新の低騒音・低振動型の設備を可能な限り
採用するなど、低周波音の周辺への影響を可能な限り低減
させることとする。 

5 水象（地下水） 本事業における掘削工事では主に親杭横矢板による土留
めを行う計画としているが、周辺の地下水の流況に影響を
及ぼすほど大規模に地下水を線状に遮るものではないた
め、周辺の地下水への影響はほぼないと考えられる。 
また、供用後は現本庁舎に引き続き、地下水を雑用水とし
て使用するが、衛生器具は最新の節水器具を採用するなど
節水に努めることで、現況から大きく増加するものではな
いと想定されるため、周辺の地下水への影響はほぼないと
考えらえる。 

6 地盤沈下 令和 3 年度に実施した地盤調査の報告書の抜粋を添付す
る。報告書では、新本庁舎高層棟に係る調査地点において、
基礎底面以深の地層は N 値 60 以上を示す岩盤を主体とし
ており、軟弱地盤は堆積していないことから、地盤沈下の
発生はほぼないと考えられる。 

7 電波障害 本事業計画書 5.7.3 電波障害のとおり 
8 日照阻害 本事業計画書 5.7.2 日照阻害のとおり 
9 風害 本事業計画書 5.7.1 風害のとおり 
10 植物（樹木・樹林等（緑の量）） 

【簡略化項目】 
本事業計画書 5.3 緑化の推進のとおり 

11 景観 本事業計画書 5.4 景観への配慮のとおり 
12 廃棄物等 本事業計画書 5.5 資源循環の推進とおり 
13 温室効果ガス等 本事業計画書 5.2 地球温暖化対策のとおり 
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 低周波音 

4.1. 現況調査 

4.1.1. 調査項目 

調査項目は、表 4-1 に示すとおりとした。 

 

表 4-1 調査内容（低周波音） 

項目 調査内容 

低周波音 低周波音レベル 

 

4.1.2. 調査期日 

調査期日及び調査時間は、以下に示すとおりとした。 

低周波音の状況を適切に把握できる平日の 1 日とし、24 時間の測定を行うものとした。 

 

表 4-2 調査期日・調査時間 

時期 調査期日 天候 

秋季 令和 3年 11 月 10 日(水) 12:00～11 月 11 日(木) 12:00（24 時間測定） 晴れ 

 

4.1.3. 調査地点 

調査地点は 3 地点とし、表 4-3 に示すとおりである。調査地点位置は図 4-1 に示すと

おりである。 

 

表 4-3 調査地点 

No. 調査地点 調査地点の選定理由 

① 
本庁舎南側 

敷地境界 

現況の本庁舎南側の敷地境界における低周波音の状況を把握する。建替計

画において、新庁舎東側の広場に位置している。 

② 
本庁舎西側 

敷地境界 

現況の本庁舎西側の敷地境界における低周波音の状況を把握する。建替計

画において、新庁舎の北西端に位置しており、保全対象となる住居（マン

ション）に面している。 

③ 本庁舎屋上 

現況の発生源である屋上の屋外設備機器（冷却塔、排風機）付近での低周

波音の状況を把握する。予測地点となる No.1～2 の現況の低周波音と発生

源との対応関係の把握が可能となる。また、保全対象となる住居（マンシ

ョン）の高層階高さでの状況の把握が可能となる。 
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図 4-1 調査地点位置図 

 

③本庁舎屋上 

②本庁舎西側敷地境界 

 

①本庁舎南側敷地境界

調査地点 

新庁舎予定地 
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4.1.4. 調査方法 

調査方法は以下に示すとおりとした。 

 

表 4-5 調査方法 

測定項目 調査方法 

低周波音

レベル 

「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（平成 12 年、環境庁）に定められた

方法により、G特性音圧レベル及び周波数特性（1/3 オクターブバンドレベル）

を測定した。調査中は調査員が定期的に巡回点検を実施した。 

・測定高さ：地上 1.2ｍ 

・調査地点数は 3地点とし、敷地境界で測定した。 

気象 

低周波音調査時の気象条件（風向風速、気温、湿度等）をあわせて記録した。 

・測定高さ：地上 1.2ｍ（風向風速）、地上 1.0ｍ（気温、湿度） 

・調査地点数は 1地点(No.1 本庁舎南側敷地境界)とし、敷地境界で測定した。

 

表 4-6 測定機器の仕様等 

項目 調査内容 測定機器 備考 

低周波音 
G 特性音圧レベル 

1/3 オクターブバンド音圧レベル 

精密騒音計 

型式：NL-62 

メーカー：リオン㈱ 

測定高：地上 1.2m 

気象 

風向・風速 

風向風速計センサー 

 型式：KDC-S04 

メーカー：ノースワン㈱ 

測定高：地上 1.2m 

気温・湿度 

温湿度データロガー 

 型式 TR-72wb 

 メーカー：㈱T＆D 

測定高：地上 1.0m 

 

 

 

写真 4-1 測定機器 
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4.1.5. 調査結果 

（1）気象の状況 

気象測定結果は表 4-7 に示すとおりである。 

調査日の風況は風速 0.0～1.1m/s と静穏な状態であり、低周波音の測定への影響は小さ

かったものと考えられる。 

 

表 4-7 気象測定結果の概要（調査地点①） 

項目 測定結果 

風速 0.0～1.1m/s 

最多風向 NNW 

気温 8.2～17.5℃ 

湿度 42.4～78.4％ 

 

 
図 4-2 測定日の風速の状況（調査地点①）  
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（2）低周波音の測定結果 

1） 低周波音レベル 

低周波音レベルの測定は、1/3 オクターブバンド中心周波数 1～80Hz の範囲について測

定を実施し、各時間のデータは、日平均値の他、騒音に係る環境基準の時間区分に準拠し、

昼間（6～22 時）及び夜間（22～6 時）において平均値を算出した。 

低周波音の G 特性音圧レベルは表 4-8 に示すとおりである。 

低周波音の測定結果は、全ての地点・時間帯で低周波音の心身に係る苦情の参考値（低

周波音問題対応の手引書（環境省、平成 16 年））である G 特性音圧レベル 92dB を下回っ

ていた。 

 

表 4-8 低周波音測定結果概要（G 特性音圧レベル） 

No. 調査地点 時間区分 
G 特性音圧レベル

(dB) 

心身に係る苦情

の参照値 (dB) 

① 本庁舎南側敷地境界 

終日 73 

92 

昼間 74  

夜間 67 

② 本庁舎西側敷地境界 

終日 71 

昼間 72 

夜間 65 

③ 本庁舎屋上 

終日 72 

昼間 74 

夜間 62 

注）時間区分は昼間：6～22 時、夜間：22～6 時である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G 特性音圧レベル 

 1-20Hz の超低周波音の人体感覚を評価するための周波数補正特性で、ISO- 

7196 で規定された。この周波数特性は、10Hzを 0dBとして1-20Hzは 12dB/oct.

の傾斜を持ち、評価範囲外である 1Hz 以下および 20Hz 以上は 24dB/oct.の急

激な傾斜を持つ。1-20Hz の傾斜は超低周波音領域における感覚閾値の実験結

果に基づいている。 
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2） 低周波音の周波数分析結果 

低周波音の周波数分析結果は表 4-12、図 4-6 に示すとおりである。 

卓越周波数帯は調査地点①が 25Hz、調査地点②、③が 1Hz であった。 

また、周波数帯別の参照値との比較の結果、物的苦情に関する参照値については、全地

点で下回っていたが、心身に係る苦情に関する参照値については、50Hz 以上の周波数帯の

測定結果は全地点で参照値を上回っていた。 

 

表 4-12 低周波音調査結果（周波数分析） 

1/3 オクターブ

バンド 

中心周波数(Hz) 

1/3 オクターブバンド音圧レベル（dB） 

測定結果（日平均値） 参照値※1 

地点① 地点② 地点③ 物的苦情 
心身に係る 

苦情 

1 62 66 76 - - 

1.25 61 64 75 - - 

1.6 59 63 73 - - 

2 57 61 72 - - 

2.5 55 59 70 - - 

3.15 54 58 69 - - 

4 52 56 67 - - 

5 51 55 65 70 - 

6.3 52 53 63 71 - 

8 51 53 62 72 - 

10 55 53 60 73 92 

12.5 56 55 59 75 88 

16 56 56 57 77 83 

20 61 59 59 80 76 

25 63 60 60 83 70 

31.5 62 59 60 87 64 

40 61 56 57 93 57 

50 60 55 55 99 52 

63 60 53 53 - 47 

80 59 54 50 - 41 

注 赤色文字：卓越周波数帯を示す。 

   ：心身に係る苦情に関する参照値を上回った測定結果を示す。 

※1：「低周波音問題対応の手引書｣（平成 16 年 6 月，環境省）に示される参照値 

「－」は 参照値が示されていない箇所である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-6 低周波音周波数分析結果 
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4.2. 予測 

4.2.1. 施設の稼働（本庁舎）による影響 

（1）予測内容 

予測内容は、本庁舎における空調等の屋外設備機器の稼働による低周波音の影響とし

た。 

 
（2）予測地域等 

予測地域は、対象事業計画地から約 200m の範囲とした。 

予測地点は、調査地点と同様に本庁舎南側及び西側の敷地境界とした。予測地点は図 3-2

に示すとおりである。 

 

（3）予測対象時期 

予測対象時期は、新本庁舎が通常稼働状況となる時期とした。 

 
（4）予測方法 

1） 予測フロー 

本庁舎における空調等の屋外設備機器の稼働における低周波音の予測フローは、図 4-7

に示すとおりである。 

施設の稼働に伴う低周波音の予測は、設備計画をもとに音源の位置や低周波音レベルを

設定し、音の伝搬理論に基づき、低周波音レベルを予測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-7 施設の稼働（本庁舎）における低周波音圧レベルの予測フロー 

 

設 備 計 画

主 要 発 生 源 の 選 定

主 要 発 生 源 位 置 の 設 定

パ ワ ー レ ベ ル の 設 定

点 音 源 の 伝 搬 計 算

各 音 源 か ら の 到 達

音 圧 レ ベ ル の 合 成

総 合 音 圧 レ ベ ル の 予 測

現 況調 査 結 果 
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2） 予測式 

予測地点における低周波音圧レベルは、以下に示す半自由空間における点音源の距離減

衰式を用いて算出した。 

なお、計画建築物等による回折減衰は考慮していない。 

 

𝐿・ െ◌ൗ𝐿௪ െ◌ 20 logଵ ・ െ◌ 8𝑟  

 

𝐿・  ：音源から距離𝑟の点の音圧レベル(dB) 

𝐿௪  ：音源の音響パワーレベル(dB) 

𝑟 ：音源からの距離(m) 

 

各発生源からの到達音圧レベルの合成は次式を用いた。 

 

𝐿௧ െ◌ൗ10 logଵ ・ሺ𝛴10
・ ・
ଵ ・ሻ 

 

𝐿௧ ：各発生源からの総合到達音圧レベル(dB) 

𝐿・  ：各音源からの音圧レベル(dB) 

 

（5）予測条件 

供用後に稼働する空調設備等の諸元及び配置位置は表 4-13、図 4-8 に示すとおりであ

る。 

 

表 4-13 低周波音発生源の諸元 

設備 

名称 

運転 

台数 

規格

(kw)

1/3 オクターブバンドレベル(dB) 

1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80

室外機 

132 8 71.7 74.7 72.7 70.7 69.769.768.767.764.762.764.760.758.760.7 67.7 63.7 71.7 76.768.767.7

49 16 71.9 74.9 72.9 70.9 69.969.968.967.964.962.964.960.958.960.9 67.9 63.9 71.9 76.968.967.9

2 22.482.1 77.5 71.7 74.4 78.577.883.684.182.476.874.167.965.664.7 66.6 71.2 69.6 83.078.967.2

1 50 86.1 81.5 75.8 78.4 82.581.887.688.286.480.978.271.969.668.7 70.6 75.3 73.7 87.082.971.2

1 67 87.0 82.4 76.7 79.3 83.482.788.589.187.381.879.172.870.569.6 71.5 76.1 74.6 87.983.872.1

2 100 88.1 83.5 77.8 80.5 84.583.889.690.288.582.980.273.971.670.7 72.6 77.3 75.7 89.084.973.2

2 112 88.6 84.0 78.3 81.0 85.084.390.190.789.083.480.774.472.171.2 73.1 77.8 76.2 89.585.473.7

1 118 88.8 84.2 78.5 81.2 85.284.690.390.989.283.680.974.672.471.4 73.3 78.0 76.4 89.785.674.0

2 122 88.9 84.3 78.6 81.3 85.384.790.491.089.383.781.074.772.571.5 73.4 78.1 76.5 89.885.774.1

1 136 89.5 84.8 79.1 81.8 85.985.290.991.589.884.281.575.373.072.1 73.9 78.6 77.0 90.486.374.6

空冷ヒートポ

ンプチラー 
17 － 75.7 78.7 76.7 74.7 73.773.772.771.768.766.768.764.762.764.7 71.7 67.7 75.7 80.772.771.7

空調機 1 15 63.3 58.3 60.4 60.6 55.253.653.552.652.752.454.059.859.762.2 72.0 68.6 67.1 66.762.157.4

出典：「よみうり文化センター（千里中央）再整備事業に係る環境影響評価書」（平成 25 年 4 月 株式会社読売新聞

大阪本社、讀賣テレビ放送株式会社、関西電力株式会社、関電不動産株式会社、ＭＩＤ 都市開発株式会社）、 

   「（仮称）梅田曽根崎計画環境影響評価書」（平成 29 年 9 月 住友不動産株式会社）等を基にパワーレベルを設 

   定 
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図 4-8 空調設備等の配置位置図 

  

新庁舎予定地 
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（6）予測結果 

空調設備等の稼働に伴う低周波音の予測結果は、表 4-14、表 4-15 に示すとおりであ

る。 

発生源からの到達音圧レベルは、最大値出現地点で62dB、地点①で56dB、地点②で60dB、

G 特性音圧レベル（総合音圧レベル）は、地点①で 67～74dB、地点②で 66～72dB と予測

され、全ての地点で、心身に係る苦情に関する参照値（92dB）を下回ると予測された。 

 

表 4-14 施設の稼働に伴う低周波音の予測結果（G 特性音圧レベル） 

予測地点 
時間

区分

G特性音圧レベル(dB) 
心身に係る 

苦情の参照値 ※

(dB) 
現況測定値 

発生源からの

到達音圧 

レベル 

総合音圧 

レベル 

(合成値) 

現況からの 

増加分 

最大値出現地点 終日 - 62 - - 

92 

予測地点① 

本庁舎南側 

敷地境界 

終日 73 56 73 0.1 

昼間 74  56 74 0.1 

夜間 67 56 67 0.3 

予測地点② 

本庁舎西側 

敷地境界 

終日 71 60 71 0.4 

昼間 72 60 72 0.3 

夜間 65 60 66 1.3 

※：「低周波音問題対応の手引書｣（平成 16 年 6 月，環境省）に示される参照値 
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1/3 オクターブバンド中心周波数 1Hz～80Hz における周波数帯別の予測結果は、最大値

出現地点で 45～63dB、地点①で 53～63dB、地点②で 55～67dB と予測され、心身に係る苦

情に関する参照値（41dB～92dB）を上回る周波数帯があると予測された。なお、物的苦情

に関する参照値（70～99dB）はいずれも下回っていた。 

 

表 4-15 施設の稼働に伴う低周波音の予測結果（周波数分析） 

1/3 オクターブ

バンド 

中心周波数

(Hz) 

1/3 オクターブバンド音圧レベル（dB） 

最大値

出現地点
予測地点① 予測地点② 参照値※ 

発生源
現況 

測定値 
発生源 合成値

現況 

測定値
発生源 合成値 物的苦情 

心身に

係る苦情

1 60 62 54 63 66 58 67 - - 

1.25 61 61 53 62 64 58 65 - - 

1.6 58 59 50 60 63 56 64 - - 

2 57 57 49 58 61 54 62 - - 

2.5 57 55 51 57 59 55 60 - - 

3.15 57 54 51 56 58 55 60 - - 

4 59 52 55 57 56 58 60 - - 

5 60 51 56 57 55 58 60 70 - 

6.3 58 52 54 56 53 56 58 71 - 

8 53 51 49 53 53 51 55 72 - 

10 52 55 47 56 53 50 55 73 92 

12.5 48 56 41 56 55 45 55 75 88 

16 45 56 39 56 56 43 56 77 83 

20 47 61 40 61 59 45 59 80 76 

25 53 63 45 63 60 51 61 83 70 

31.5 51 62 45 62 59 49 59 87 64 

40 57 61 49 61 56 55 58 93 57 

50 63 60 57 62 55 61 62 99 52 

63 57 60 51 61 53 55 57 - 47 

80 53 59 45 59 54 51 56 - 41 

   は心身に係る苦情に関する参照値を上回る予測値 

※1：「低周波音問題対応の手引書｣（平成 16 年 6 月，環境省）に示される参照値 

「－」は 参照値が示されていない箇所である。 
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4.3. 環境保全対策 

4.3.1. 施設の稼働（本庁舎）による影響 

施設の稼働（本庁舎）に伴う低周波音圧レベルの予測を行った結果、G 特性音圧レベル

はいずれの地点も心身に係る苦情に関する参照値（低周波音問題対応の手引き（平成 16 年

6 月、環境省））を下回ると予測された。 

1/3 オクターブバンド中心周波数 1Hz～80Hz における周波数帯別の予測結果は、いずれ

の地点も物的苦情に関する参照値（低周波音問題対応の手引き（平成 16年 6月、環境省））

を下回ると予測された。心身に係る苦情に関する参照値（低周波音問題対応の手引き（平

成 16年 6月、環境省））については、40Hz 以上の周波数帯で上回っていた。但し、現況調

査の結果、同様の周波数帯で参照値を上回っていることから、本事業の実施による音圧レ

ベルの増加は小さいものと考えられる。 

なお、この参照値は、屋内を想定した値であり、実際の保存対象施設への到達音圧レベ

ルは建物による減衰が見込まれるため、予測結果よりも低い値となることが予想される。 

また、本事業の実施にあたっては，本庁舎の稼働に伴う低周波音の影響を可能な限り低

減するため、表 4-20 に示す措置を講ずることとする。 

 

表 4-20 環境の保全及び創造のための措置 

環境影響要因 環境の保全及び創造のための措置の内容 

供用による影響 

（施設の稼働（本庁舎）） 

・空調設備機器等は、低騒音・低振動型の設備を可能な

限り採用する。 

・空調設備機器等の定期的な点検整備を十分に行う。 

 

4.3.2. 施設の稼働（ヘリポート）による影響 

ヘリコプターの飛行時及び待機時（ホバリング）の低周波音圧レベルの予測を行った結

果、心身に係る苦情に関する参照値や物的苦情に関する参照値（低周波音問題対応の手引

き（平成 16 年 6 月、環境省））を上回ると予測された。 

本事業の実施に際しては、環境保全措置の効果を定量的に示すことはできないが、ヘリ

ポートの稼働に伴う低周波音の影響を可能な限り低減するため、表 4-21 に示すヘリコプ

ターの運航上の配慮を仙台市消防局等のヘリコプターの運行を行う事業者へ要請する。 

 

表 4-21 環境の保全及び創造のための措置 

環境影響要因 環境の保全及び創造のための措置の内容 

供用による影響 

（施設の稼働（ヘリポート）） 

・ヘリポート上での待機時間（ホバリング）の短縮に努

める。 

・離着陸は、ヘリコプターが安全に離着陸できる範囲内

で、適切な飛行ルート、飛行勾配を選択し、保全対象

との離隔を確保し、保全対象の騒音の軽減に努める。

・ヘリコプターが安全に飛行できる範囲内で住居、学校

等の建物から離れた北側ルートをなるべく飛行する

ことにより、保全対象の騒音の軽減に努める。 

・ヘリコプターの点検整備を十分に行う。 
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7-2．支持層および基礎形式の選定 

本調査地に計画されている施設の概要を表 7-7 に示す。 

 

表 7-7 計画施設概要 

施設名称 構造 述べ面積 備考 

仙台市役所本庁舎 S 構造 
地上 15 階 

地下 1 階 
約 60,000 ㎡ 高層棟 

 

 

また，「建築基礎構造設計指針 R1.11 （社）日本建築学会 p.26」では，支持層

の目安として以下の記載がある。 

 

 

［出典：建築基礎構造設計指針 R1.11 （社）日本建築学会 p.26］ 

 

以下に，これらを踏まえて高層棟および低層棟の支持層および基礎形式について述べ

る。 
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仙台市役所本庁舎建替に伴う地盤調査業務委託報告書（令和3年12月）より抜粋

延べ面積   



 

 

（1）高層棟 

本庁舎の高層棟は，現在の議会棟や低層棟および噴水広場となっている敷地中央か

ら南西側にかけて計画されており，基礎底面は設計 GL-10m（TP=35.7m）に計画されて

いる。 

調査結果より，計画基礎底面には新第三紀鮮新世向山層の凝灰質シルト岩（Mkm1）

が分布すると想定される（図 7-5 参照）。Mkm1 層は全深度でＮ値 60 以上を示す基盤岩

であり，高層棟の良質な支持層と判断される。また，基盤の向山層は北西～西側にか

けて緩やかに傾斜しているため，基礎底面の南東～東側には下位の砂岩部（Mks）が分

布する可能性がある。Mks 層は，固結度は低いもののＮ値は 60 以上を示しており，Mkm1

層同様，高層棟の支持層として十分に評価できる層である。 

なお，高層棟については計画基礎底面に支持層が分布するため，基礎形式としては

直接基礎が選定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-5 高層棟の支持層（B-D-F 断面） 

・計画基礎底 面には支 持層の Mkm1 層が分布する 。  

・基礎底面の 南東～東 側に分布 する可能性が ある  

Mks 層も支持層とし て評価でき る。  

・基礎形式は 直接基礎 が選定さ れる。  
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7-3．工学的基盤面について 

「建築基礎構造設計指針 R1.11 （社）日本建築学会 p.26」には，工学的基盤面に

ついて以下のとおり記載されている。 

 

 

［出典：建築基礎構造設計指針 R1.11 （社）日本建築学会 p.26］ 

 

調査結果より，調査地で上記の条件を満たすのは，新第三紀鮮新世向山層の新鮮部と

判断される。向山層の新鮮部は全深度でＮ値 60 以上を示し，速度検層結果でも Vs＝

440m/s が得られており，工学的基盤面として十分評価できる層である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-6 調査地における工学的基盤面（A-B-E 断面） 

 

 

工学的基盤面： 

向山層新鮮部の上面 
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図 2-1 調査位置平面図（縮尺：1/1,000）
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量が多く なり ， コ アは手で折れる 。

粒径均一な細粒凝灰質砂岩。
コアは棒状で採取さ れ， 手で容易に折
れる。

レンズ状～薄層状に炭化物を伴う 。 直
径2～15mmの硬質な円～亜円礫を不均一
に含む。 11. 0～11. 45m間， 細粒砂岩。
11. 25m以深， 色調灰褐色。 最下部10cm
は礫分が密集。

直径2～5mmの浮石を伴う 凝灰質シルト
岩。 不均一に細砂を含む。
コアは短柱～棒状で採取さ れ， ハン
マー打撃で割れる 。

直径20mm以下の浮石を多量に伴う 砂質
凝灰岩。
全体に細～中砂， 直径2～5mmの硬質な
礫およ び炭化物を伴う 。
コアは概ね柱状で採取され， 手で折れ
る程度の硬さ 。
13. 5～13. 75m間， シルト 岩。
13. 75～14. 0m間， 細粒砂岩。
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土質ボーリ ング柱状図（ 標準貫入試験）
調 査 名 仙台市役所本庁舎建替に伴う 地盤調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リ ング 名 R3No. 3 調査位置 宮城県仙台市青葉区国分町三丁目7番1号 地内 北 緯 38°16′ 4. 2″

発 注 機 関 仙台市都市整備局公共建築部 調査期間 2021年 8月 20日 ～ 2021年 8月 25日 東 経 140°52′ 8. 3″

調 査 業 者 名
株式会社ダイワ技術サービス
電 話 022-298-9113

主任技師 星 則満
地質調査技士
登録番号: 第20055号

現 場
代 理 人

武山 正智
地質調査技士

登録番号: 第22596号
コ ア
鑑 定 者

星 則満
地質調査技士
登録番号: 第20055号

ボーリ ング
責 任 者

佐々木 知之
地質調査技士

登録番号: 第14832号
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中位
～非
常に
密な

0. 25m以浅， 細砂主体。 0. 25m以深， 細
～中砂が主体で， 粘土分を多量に混
入。 礫は直径2～60mmの雑多な硬質礫，
軟岩礫で， モルタ ル片が点在。

中砂が主体。
全体に粘土分を混入。 所々， 直径30～
50mm程度のブロッ ク 状の粘土が点在。
直径2～30mmの硬質な亜角～亜円礫， 軟
岩礫を少量混入。
2. 0m以深， 含水量が多く なる 。

中～粗砂が主体。 礫は直径2～40mmの雑
多な硬質礫で， コ ンク リ ート 殻が点
在。 4. 5m以深， 粘土分を多量に混入。

直径2～40mmの硬質な亜円～円礫が主
体， 最大径60mmが点在。
礫種は安山岩類が主体。
基質は細～中砂が主体で， 少量の粘土
分を混入。 所々， 粘土分の混入量が多
く なる 。
5. 75～6. 35m間， 色調は緑灰色。

全体に細～中砂， 直径5mm以下の浮石や
炭化物を伴う 。
コアは短柱状が主体で， 手で折れる程
度の硬さ 。
7. 4m以浅， 亜炭を狭在。 7. 4～7. 6m間，
シルト 岩優勢。 8. 85m以深， 亀裂沿いに
褐色化。

凝灰質シルト 岩の風化部。
コアは岩片～短柱状が主体。
亀裂沿いに褐色化し ， 密着し ている亀
裂面も 手で容易に剥がれる。
10. 3m以深， 色調淡緑灰色を呈し ， 細～
中砂を含む。

直径5mm以下の浮石を伴う 凝灰質シルト
岩。
所々， 幅5cm程度の砂岩を狭在。
コアは概ね棒状で採取され， ハンマー
打撃で割れる。

直径10mm以下の浮石や炭化物を伴い，
不均一に細砂を含む。
コアは概ね棒状で採取され， ハンマー
打撃で割れる。
11. 8～12. 65m間， シーム状～薄層状に
亜炭を挟む。
12. 8～12. 95m間， 細粒凝灰岩。
12. 95m以深， 下位に従い砂分が優勢と
なり ， 細粒砂岩へ漸移。 コアは短柱～
棒状で採取さ れ， 手で折れる 。

粒径均一な細粒凝灰質砂岩。
コアは棒状で採取さ れ， 手で容易に折
れる。

比較的粒径均一な中粒砂岩。 直径2～
10mmの硬質な亜角～円礫を少量伴う 。
16. 1m以深， 粗粒砂岩。
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土質ボーリ ング柱状図（ 標準貫入試験）
調 査 名 仙台市役所本庁舎建替に伴う 地盤調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リ ング 名 R3No. 4 調査位置 宮城県仙台市青葉区国分町三丁目7番1号 地内 北 緯 38°16′ 6. 5″

発 注 機 関 仙台市都市整備局公共建築部 調査期間 2021年 8月 25日 ～ 2021年 8月 30日 東 経 140°52′11. 2″

調 査 業 者 名
株式会社ダイワ技術サービス
電 話 022-298-9113

主任技師 星 則満
地質調査技士
登録番号: 第20055号

現 場
代 理 人

武山 正智
地質調査技士

登録番号: 第22596号
コ ア
鑑 定 者

星 則満
地質調査技士
登録番号: 第20055号

ボーリ ング
責 任 者

佐々木 知之
地質調査技士

登録番号: 第14832号
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表層5cmはアスファ ルト 。
0. 05～1. 5m間， 直径10～40mmの硬質な
角礫を不均一に混入する中砂。 全体に
雲母片を混入。
1. 5m以深， 直径2～40mmの硬質な亜角～
円礫を多量に混入する中～粗砂。
2. 5m以深は少量の粘土分を混入。

直径2～50mmの硬質な亜円～円礫が主
体， 最大径100mm( コア長) の玉石が点
在。
礫種は安山岩類， 変成岩類が主体。
基質は細～中砂が主体で， 少量の粘土
分を混入。
所々， 粘土分の混入量が多く なる 。

6. 75m以浅， 細粒凝灰岩で短柱～柱状コ
ア。
6. 75～7. 25m間， 中粒砂岩。 7. 25～
7. 50m間， 直径2～15mmの硬質な円礫を
伴う 中～粗粒砂岩。 コアは土砂状～半
固結状。
7. 5m以深， 粒径不均一な砂， 直径2～
5mmの細礫を伴う 砂質凝灰岩。

全体に細～中砂， 直径5mm以下の浮石や
炭化物を伴う 。
コアは柱状～棒状で採取さ れる。

9. 1～9. 6m間， シーム状～薄層状に亜炭
を挟む。
レンズ状～薄層状に火山灰を伴う 。

直径2mm以下の浮石を伴う 凝灰質シルト
岩。
コアは概ね棒状で採取され， ハンマー
打撃で割れる。

粒径均一な細粒凝灰質砂岩。 コアは棒
状で採取さ れ， 手で容易に折れる 。
12. 4m以深， シーム状に炭化物を伴う 。

直径2～15mmの硬質な亜角～円礫， 浮石
を伴う 中粒砂岩。
コアは半固結状で， 指圧で崩れる 。

レンズ状～薄層状に細砂を伴う 。
13. 55m以深， 細粒砂岩。

直径5mm以下の浮石を伴う 。
コアは概ね柱状～棒状。 良く 固結して
おり ， ハンマー打撃で割れる 。
14. 25～14. 55m間， 粒子が粗く なる。

直径20mm以下の浮石を多量に伴う 砂質
凝灰岩。 全体に細～中砂を含む。
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土質ボーリ ング柱状図（ 標準貫入試験）
調 査 名 仙台市役所本庁舎建替に伴う 地盤調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リ ング 名 R3No. 5 調査位置 宮城県仙台市青葉区国分町三丁目7番1号 地内 北 緯 38°16′ 3. 9″

発 注 機 関 仙台市都市整備局公共建築部 調査期間 2021年 11月 16日 ～ 2021年 11月 20日 東 経 140°52′10. 6″

調 査 業 者 名
株式会社ダイワ技術サービス
電 話 022-298-9113

主任技師 星 則満
地質調査技士
登録番号: 第20055号

現 場
代 理 人

武山 正智
地質調査技士

登録番号: 第22596号
コ ア
鑑 定 者

星 則満
地質調査技士
登録番号: 第20055号

ボーリ ング
責 任 者

小原 英知
地質調査技士

登録番号: 第21861号
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密な
～非
常に
密な

礫混じ り 中砂。 0. 3m以深は褐色塊状に
褐色粘土を混入。

直径2～60mmの硬質礫， 軟岩礫やモルタ
ル片など， 雑多な礫分を混入する 礫混
じ り 粘土質砂。
0. 85m以浅， 中砂主体。
0. 85～1. 1m間， 礫混じ り 砂質粘土。
1. 1～1. 75m間， 細砂主体。

コンク リ ート 殻主体の埋土。 無水掘削
によ り 砂礫状。 モルタル片が付着した
直径2～60mmの骨材が主体。 直径21mmの
異形鉄筋が点在。
3. 4～3. 6m間， コア長5～10cmの栗石の
く り 抜きコア。 最下部10cmは中砂。

直径2～50mmの硬質な亜円～円礫が主
体。 コ ア長50～70mmの玉石のく り 抜き
コアが点在。 礫種は安山岩類が主体。
基質は細～中砂が主体で， 全体に粘土
分を混入。
礫率は60～70％程度。

凝灰質シルト 岩の風化部。 色調は淡黄
灰色を呈し ， 7. 5m以深は淡緑灰色へ漸
移する 。
全体に粒状に炭化物を伴う 。
コアは棒状で採取さ れ， 手で容易には
折れない。

直径5mm以下の浮石を伴う 凝灰質シルト
岩。 不均一に少量の砂分を含む。
コアは棒状で採取さ れ， ハンマー打撃
で割れる。

岩相は不均一。 直径5mm以下の浮石や炭
化物を伴い， 細～中砂を不均一に含
む。 コ アは概ね棒状で採取さ れ， 概ね
ハンマー打撃で割れる。
9. 35～10. 2m間， 最大幅25cmの薄層状に
亜炭を狭在。
9. 5～9. 65m間， 細～中粒砂岩。
10. 6～10. 7m間， 細粒凝灰岩。
10. 7m以深， 不均一に細砂を伴い， 11. 5
～11. 6m間は砂岩優勢。

粒径均一な細粒凝灰質砂岩。
直径5mm以下の浮石を伴う 。
コアは棒状で採取さ れるも ， 手で容易
に折れる。

固結度はばら つき が見られる 。
14. 7m以深は粗砂が優勢で， 直径2～
10mmの硬質円礫を伴い， コアは未固結
～半固結状。

非常に粒径均一な細粒砂岩。 14. 0m以
浅， 14. 6m付近はシルト 岩を狭在。

直径5mm以下の浮石を伴う 凝灰質シルト
岩。
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